
●雨水を保水・蒸発散させるエクステリアアイテム

●屋根に降ってくる雨水の量ってどれぐらい？

水が蒸発する時には、周囲の熱（気化熱）を奪って液体から気体に変化します。濡れた面の表面温度はその時の気温と
湿度によって異なりますが、日本の夏季日中（気温32℃、相対湿度55%程度）には、日が当たらない濡れた面の温度は
25℃まで下げることができます。つまり、気温より7℃も低い面を作ることができるのです！打ち水が伝統的に行われてき
た理由がわかりますね。
また草木は根から水を吸い、葉から蒸散します（葉の面積1m2あたり1～2ℓ/day程度）。水やりをした草本類は、土壌か

らの蒸発量と併せて、地表面1m2あたり5ℓ/day程度、たっぷり水を吸った保水性舗装も同程度の蒸発量が見込めます。
こうした保水・蒸発散力のあるエクステリアアイテムは、雨水による打ち水効果を数日間持続させます。複数組合せること
でひんやりした冷気に囲まれた空間を創ることができ、涼しい効果がアップします。ぜひお庭で使ってみて下さい！

水循環を考える上で、まず住宅の屋根に降る雨の量を考えてみましょう。国内
の戸建て住宅の建築面積（屋根面積とする）は96m2、年間平均降水量は約
1700mmです。これらを掛けると1年間に降ってくる雨の量は約163m3となります。
浴槽で考えると約800杯分（毎日2.2杯分！）にもなります。
これを自然の循環に戻すために、雨水が浸透または蒸発散しやすい環境を

つくります。地面に浸透できる面積が限られてしまう場合には、一時的に貯留す
る方法を組み合わせ、少しずつ浸透または蒸発散させるよう工夫しましょう。

潤って、快適に

家庭でもやろう！

都市の水循環を自然の状態に近づけ
られるよう、降った雨は地面に浸透さ
せると共に大気へ蒸発させるようにし
ましょう。

● 蒸発冷却手法を取り入れた「涼を呼ぶまち」

埼玉県熊谷市の住宅地では、まちの共有部である公
園や集会所、全戸の庭に保水や蒸発冷却効果のあ
るアイテムを採用しています。雨水の他に一部水道水
や地下水も使用していますが、様々な種類を組合せ
ることで涼しい効果を感じられるよう取り組んでいます。

● 集合住宅における雨水貯留・浸透の事例

敷地や屋根に降る雨の一部を植栽帯（雨庭）やプラン
ターに引込み一時貯留する事で、雨が一気に下水道
に流れるのを緩和しています。自然の水循環機能を
併用した施設のため、継続的な効果が期待できます。
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●市街地と自然地の違い

●グリーンインフラと環境蓄雨

●雨庭（あめにわ）をつくって地域に貢献

自然地では、年間降水量のおおむね1/3が蒸発散によって大気に還りますが、市街地では蒸発したり地下に浸透したり
する間もなく、そのほとんどが地表面を流れ、下水などに流出してしまいます。緑や裸地が少なくなった市街地では、代わ
りに建物が木のように雨を保水する機能を持つことが望まれます。建物や敷地の特徴を生かして一時的な貯留量を増や
し、緩やかに浸透・蒸発散できると良いでしょう。環境蓄雨は、地域の治水蓄雨や防災蓄雨にもつながります。

グリーンインフラとは、自然環境が有する機能を社会における様々
な課題解決に活用しようとする考え方ですが、環境蓄雨の考えと重
なる部分が多くあります。雨水を貯留・浸透または蒸発させて自然の
循環に戻すことは、地域の下水処理施設の負荷を減らすだけでなく、
暑さ対策（ヒートアイランドの緩和・適応策）や生物多様性の保全に
寄与します。最近では、グリーンインフラを地域コミュニティーの活性
化に用い、建物やまちの計画に取り入れる事例が増えています。

雨庭とは、雨が降った時にだけ小さな池や水の流れが現れるよう、緩く貯留、浸透させるもの
で、いろいろなデザインがあります。大雨の時に処理能力を超える水量が下水道に流れ込む
と水質汚染を招いてしまうのを防ぐ効果があります。
また冬の降雨が少ない太平洋側の地域の市街地では、野鳥や野生動物が水を飲める場所

が非常に少なくなることが問題となっています。冬の間であればボウフラの心配もないので、
バードバスなどを置いて、地域の生き物たちと触れ合ってはいかがでしょうか。

水を通じて地域でつながる

企業でもやろう！

植栽への水やりやビオトープ、雨庭に
よる修景など、地域とのつながりを意
識して、地域との情報共有も積極的に
行いましょう。

● グラウンドなどを活用した表面貯留の事例

学校の運動場を貯留施設として利用し、排水口を小さ
く流れにくくすることで、大雨時に河川、下水道への雨
水の流出を抑制できます。

公園中央部を周囲より30cm掘下げ、公園を貯留施設
として利用。貯留水深が20cmを超えると排水ますから
下水道へ排水されます。

● ＬＥＥＤ ＮＤ（まちづくり部門）ゴールド認証

平常時 大雨貯留時

写真提供：尼崎市

穴あき歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ
から車道の雨水も州浜へ

＜京都市 四条堀川交差点＞
雨水貯留・浸透機能を持つ「州浜」を配置し、京都産景石、
在来種などを使用して，日本庭園風に設えている。
（写真提供：京都市）
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SDGs と 環境蓄雨

①二子玉川ライズ

多摩川流域の多様な自然と
文化に配慮し、ルーフガーデ
ンを設置。大規模なオープン
スペースの下に雨水貯留施
設を設置し、水害に強いまち
づくりも推進。

②南町田グランベリ-モ-ル

レインガーデン（雨庭）は、窪
地状の植栽帯になっており、
周囲の雨水とパーク内に降っ
た雨水を集めてゆっくりと浸
透させます。
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